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　９月14日、串良平和アリーナで、
「第４回鹿屋杯全国高等学校選抜
剣道錬成大会」が開催されました。
　この大会は、鹿屋体育大学の剣
道教育への理解と全国の指導者、
部員、選手の錬成・研修の場とし
て「師弟同行」の精神を養っても
らおうと開催されたもので、全国
から男子40チーム、女子28チー
ムが参加。選手たちは、日頃の練
習の成果を出し合いました。

　9月10日、大姶良川の田淵橋付
近で、錦鯉の放流が行われました。
　これは、大姶良経済文化同友ク
ラブが大姶良川環境保全美化活動
事業の一環として行ったもので、
大姶良小４年生44人やクラブ員な
ど54人が参加。放流された錦鯉
の稚魚約200匹は、子どもたちが
「川をきれいにして大きく育って
ね」と願う中、元気に川を泳いで
いきました。

　９月７日、輝北体育館で「第12
回汗と健康ふれあい祭り」が開催
されました。
　これは、スポーツとレクリエー
ションを楽しみながら健康になっ
てもらおうと毎年開催されている
もので、地域の小学生や高齢者な
ど約100人が参加。ゲートボール
やグラウンド・ゴルフなどのほか、
体力年齢を判定する体力テストな
どを行い、汗を流していました。

「鹿屋杯」全国高等学校
選抜剣道錬成大会が開催 錦鯉約200匹を放流汗を流して健康になろう

　９月５日、大隅電気工事事業協
同組合が市内の高齢者宅35世帯
を回り、電気設備の無料点検を行
いました。
　この点検は、高齢者を電気の災
害から守ろうと敬老の日を前に行
われたもの。当日は、同組合の鹿
屋地区の青年部員が各班に分かれ
て電気設備の点検などを行い、お
じいちゃんやおばあちゃんたちに
喜ばれました。

　９月11日、星塚敬愛園で入所
者や地元住民など約180人が出席
して、敬老祝賀会が開催されまし
た。祝賀会では、80歳以上の高
齢者に記念品と祝い状が贈呈され
ました。
　また、記念品贈呈の後には、ス
テージで高齢者会や職員などによ
る演芸が披露され、入所者の健や
かな長寿を祝うとともに今後ます
ますの健康を願いました。

　9月12日、笠之原町の寿光園で
「敬老祝賀会」が行われました。
　当日は、入所者に敬老の意を込
めて、市と社会福祉協議会から記
念品を贈呈。その後、入所者を代
表して松延靜枝さんが感謝の意を
述べました。
　また、式典終了後に行われたお
食事会では、職員の演芸や入所者
による歌などが披露され、出席者
は楽しいひと時を過ごしました。

高齢者宅の電気設備を
無料点検

長寿を祝し
今後の健康を願う寿光園で敬老行事

第99回吾平地区敬老会を開催「敬老の日」記念行事を開催

　９月15日、輝北地区の百引、平南、市成、高尾の
４小学校区で「敬老の日記念行事」がそれぞれ開催さ
れました。
　平南、高尾の２校区では、記念式典が行われ、招待
された75歳以上の高齢者が参加。来賓が祝辞を読み
上げて参加者の健康と長寿を祝いました。
　また、市成校区は市成小体育館で、百引校区では輝
北体育館で「敬老大運動会」が行われました。運動会
には、各町内会から高齢者や地域住民、子どもたちな
どが参加して楽しい競技に汗を流しながら、お互いの
交流を深めました。

　９月14日、コミュニティセンター吾平振興会館で
「第99回吾平地区敬老会」が開催されました。
　敬老会には70歳以上の対象者1,720人のうち478人
が出席。古希賞、親子長寿賞、兄弟長寿賞、結婚還暦
賞等が贈呈された後、新たに70歳になった102人を
代表して田中久子さんが「高齢者を取り巻く環境は
年々厳しくなってきているが、家族や地域の絆を大切
にし、健康で長生きできるよう努力したい」と謝辞を
述べました。また、舞台では、中学生や幼稚園児によ
る合奏や踊り、太鼓、三味線など様々な出し物が披露
され、出席者は楽しいひと時を過ごしました。

　９月25日、鹿屋商工会議所で、
「障害者就職選考会」が開催され
ました。この選考会は、働く意欲
のある障害者と、障害者の職務能
力を理解し雇用を検討している企
業に面接の場を提供し、障害者の
就職機会を促進しようとするもの
で、今年が17年目。19事業所が
参加し、17歳から64歳までの70
人を越える求職者が会場を埋めつ
くしました。

　９月５日、市役所１階ロビーで
「ねんりんピック鹿児島2008カ
ウントダウンボード点灯式」が
行われました。これは、10月25
日から行われる「ねんりんピッ
ク鹿児島2008」を盛り上げよう
と、大会までの残り日数を表示す
る電光掲示板を設置したもの。山
下市長が、スイッチを押すと「あ
と50日」の文字が点灯し、参加
者全員で大会の成功を祈りました。

　９月１日、市社会福祉会館で、
関係者約80人が出席して「おお
すみ障害者就業・生活支援セン
ター」の開設式が行われました。
　同センターでは、障害者が地域
で安心して働けて豊かに暮らして
いけるよう、就職に向けた支援・
在職者への支援・事業主への助
言・仕事を行う上での日常生活に
関する助言など、生活の自立を図
れるよう支援を行っていきます。

障害者就職選考会が開催 ねんりんピックカウント
ダウンボード点灯式

おおすみ障害者就業・
生活支援センターが開設

いつまでもお元気で！
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